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経 律 論
―MAHAYANA　SUTRALAMLAMKARA　第1～4偈―
早 島 理
は　じ　め　に
〔1〕仏陀が説かれた教法である「経」と弟子たちが守るべき「律」と教法の哲学・研究
書である「論」よりなる三蔵は仏教教義の集大成であり，仏教聖典のすべてである。この
三蔵に精通した者は，仏教全般に通暁した者であるから，三蔵法師として尊敬されて来た
ことは周知のとうりである。この三蔵のうち，仏陀の滅後，第一回結集（saflgTti）において
「法」と「律」とが蒐集され，後に整理されて「経蔵」，「律蔵」となった。他方，経・律の
二面が確定した後，仏教教団が部派に分裂してから小乗部派仏教の文献が各々の学派にお
いてまとあられて「論蔵」が成立した。このように各々の部派は古い伝承をもとに自派特
有の三蔵をもつようになるのである。したがって「三蔵」の成立・完成は紀元前にさかの
ぼることができよう。虫部派の中で現存するまとまった論蔵は「パーリ語三蔵」に含まれ
るセイロン上座部と漢訳文献中に見出される説一切有部のものである。しかし，大衆部な
どいくつかの部派が三蔵を完備していたことは確認されている。（1）
　このように三蔵という分類・整理は，もともと出家集団よりなる小乗部派に固有のもの
であり，本来在家主義を中心とした大乗仏教が三蔵の完備を重要視しなかったのは当然の
ことであった。重要視しないどころか「貧著小乗三蔵学者」（r法華経』）とか「法華経華
手経………諸大経無量無辺如大海中歯　云心身入隊蔵中　小物応在大中　大物不記入小」，
「仏国所説以文字語言虚心二種　三蔵是声聞法　南頭循是大乗法」（ともにr大智度論』）
などと説かれているように（2）むしろ蔑視していたと思われる。
　しかし大乗仏教それ自体が時代とともに変化し出家主義をもとり入れるにつれて自らに
も三蔵の完備されていることを主張するようになる。その際にたとえば「〔経・律・論の〕
三蔵が，劣った乗りものと優れた乗りものという区別により二蔵になる。声聞蔵と菩薩蔵
とである。」（3）と説かれるように，大乗の優位性を語るかたちで，もともと自ら保有して
いなかった三蔵の完備を説くにいたるのである。
　中観学派とならんでインド大乗仏教を代表する喩伽行唯識学派では，『楡伽師地論』（以
下『喩伽論』），『阿毘達磨雑集論』（以下『雑集論』）などにこの学派の「三蔵」論が説かれてい
る。ここでは1協4H4｝労N4　Sσ7ソ～・4L・444K4R24（以下MSA）第紅章Dharmaparye§ti
求法品」とその注釈書の解読研究を手がかりにこの学派の「三蔵」論を考察するのが，小
論の意図するところである。
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〔H〕喩幽幽唯識学派や関連他学派の三蔵に関する論述は諸々の論書に散見される。たと
えば戒・定・慧の三幅に関連しては『大呼婆沙論』vo1．1，『雑博論』vo1．llなどに，十二
部経典と関連しては『顕揚聖教論』vol．6，『雑集論』vol。ll，『楡伽論』vo1．25などに
説かれている。また『喩手漉，細事分』はvols．85～98（大正vo1．30，772b～868b）で経
蔵を，vols．99～100（868c～878a）で律蔵を，　vol．IOOの残余（878a～巻末）で論蔵をと
りあげ，あらゆる面から詳細に論じている。しかし，大乗あるいは菩薩乗の立場を宣説し，
哲学上の議論や語義解釈までふくめて，三蔵に関して論ずべきことを簡略ながら組織的に
論じたものとしてMSA第皿章第1～4偶をまず掲げることができよう。周知の如く，
『摂大乗論』世親釈の「総標綱要分」中にこの四偶の世親釈がほぼそのまま見出されるよ
うに（4），この「三蔵」論が同学派に占める重要性を窺い知ることができよう。
　さて「法の求道Dharmaparye§‡i」と名づけられるMSA第X工章は基本テーマとして
次の三項を掲げる。すなわち（1）法の対象を求道することalambanaparye＄ti，（2）対象の体
得を求道することalambanalabhaparye§ti，（3）体得のための根源的思索を求道すること
manaskaraparye§ti，である。そのうち第一のテーマのもとで「三蔵」論が展開される。
ここでは三蔵こそが法の対象に他ならないのである。その対象の求道は以下ように論じら
れている。（5）
　　序　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
O－1　「信解」（第X章Adhimukti）と「法の求道」（第皿章Dharmaparye§ti）との関連
0－2　「法の求道」の分類
　　本論
1　総：説　三蔵と三慧
1－1　　「三」蔵と「二」蔵
1－2　　「蔵」の意議
1－3　三蔵を確立する九種の理由
ka．1
1－3－1　対治に関する三種の理由
1－3－2　三学に関する三種の理由
1－3－3　法（dharlna）と義（artha）に関する三種の理由
1－4　三蔵を確立する四種の意図
　　　（1）vasana，（2）bodhana，（3）§amana，（4）prativedha
2　細説
2－1　総義
　　　三蔵各々の四種の内容分析
2－2　別義＜1＞　経と論
2－2－1　経蔵の四種
　　　（1）　aSraya，（2）lak§apa，
2－2－2　論蔵の四種
3）dharma，（4）artha
ka．2
ka．3
1ab
lab
1cd
1－1
1－2
3ab　　I－2－1
3cd　　I－2－2
（1）abhimukha，（2）abhik＄pa，（3）abhibhava，（4）abhigamyate
〔以下別稿〕
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2－2別義〈2＞律
2－2－3　律蔵の四種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kゑ．4　　　　　1－2－3
2－2－3－1　　（1）　apatti，（2）utthana，　（3）vyutthana，（4）nibsarapa　　　4ab
2－2－3－2　　（1）　pudgala，（2）　praj五apti，（3）・pravibhaga，（4）　vini6caya　4cd
　このような次第をもって論じられる三蔵の個々の論議は以下の解読研究の註記にて述べ
られるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　　　　例
1．　〔本文〕
　　S．Levi本（砿4Hπy2f．M4　Sση～沌L、4ル〃（71R、4　Tome　1，　Paris　1907）に基づき，
　便宜上Vasubandhuの釈論も〔本文〕に収める。偶頒はゴチ体で示し，脚注に引用さ
　れるVasubandhu釈は下線を施した。また〈　〉，　D．，P．の数字は各々L6vi本，西
　蔵大蔵経デルゲ版（No．4026），ペキン版（No．5527）の頁数を示す。波羅頗蜜多二品
　『大乗荘厳経論』の対応漢文は，0．HAYASHIMAくつHARMAPARYESTI”Part　I
　（長崎大学教育学部人文科学紀要No．26，以下Part　I）の関連註記参照。なお〔本文〕
　に関してはS．L6vi博士（Paris　1911），宇井伯寿博士（東京昭和36年）の研究がある。
1．　〔広註〕
　　Asvabhava，砿41五4｝り4」M4∫ση～んL・4灘241～・4τZK・4，（D．　No．4029，　P．　No．
　5530），D版とP版とに異動がある場合は適宜，妥当と思われる読みをとった（異動に
　関する註は省略）。
1．　〔釈疏〕
　　Sthiramati，　Sσ刀～、4L、444K、4R、4曜～：τπB研45K4，　D．　No．4034，　P．　No．5531，
　Part　Iを使用。〈　〉は同本の底数を示す。
　　　註　記
（1）三蔵の成立に関しては，平川彰『インド仏教史』上（春秋社）p．57，pp．174～175，
　同『初期大乗仏教の研究』　（春秋社）pp．25～28，同『律蔵の研究』　（山喜房仏書林）
　pp．759～766，水野他編r仏教解題事典』　（春秋社）第1章「一切経」など参照。三蔵
　の成立年代としてはB．C．250～紀元前後を考えるのが妥当のようである。
（2）宇摩羅什訳『妙法蓮華経』vo1．5，安楽行品第14，（大正vo1．9，37b），『大智謬論』
　vo1．100（大正vol．25，756b）。
（3）MSA．X｛一2．comrn，後出「解読研究」参照。
（4）長尾雅人「摂大乗論世親釈の漢蔵本対照」（『東文学報』京都vo1，13，　No．2）pp．132
　～144参照。
（5）野沢三口「智吉祥造『荘厳経論総義』に就て」（『仏教研究』vo1．2，No．2）p，130および
　Part　I　p．20参照。なお，Part　IのSYNOPSIS（P．20）の関連科文を本稿科文の右心に
　付した。
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〈53－14＞
D．164al
P．175b8
解　読　研　究
序
【本文】
　「法を求道する章」のうちで，〔まず最初の主題，法の〕対象を求道することについて
四偶（kas．1～4）が〔説かれ〕る。
　　　　　〈0－1　「信解」と「法の求道」との関連」（1）〉
　　　　　【広註】
D・78a1　　　「〔第X章〕信仰についての章」の次に「法を求道する章」〔が説かれる〕。その〔両者〕
P・87a4　　に如何なる関連があるのか。〔答えよう。〕すなわち信仰心の篤い菩薩こそが法を求道する
　　　　　のである〔と関連する〕。
〈23＞
D．154a6
P。172b2
【釈疏】
　「法を求道する章のうちで」と説かれるうち，〔第X章〕「信仰についての章」を説い
た直後に「法を求道する章」を説くのは如何なる関連があるのか。〔答えよう。〕大乗の
法に対する篤い信仰心（adhimukti）と憶念（smrti）とをそなえた菩薩は法を信仰するだ
けでは満足せず，さらに〔自ら〕法を求道すべく努力するようになる。それゆえ「信仰に
ついての章」の直後に「法を求道する章」を説く，と関連するのである。
b．154b
〈0－2　「法の求道」の分類〉
【釈疏】
　「〔まず最初の主題法の〕対象を求道することについて四界が〔説かれ〕る。」と説
くのは，法の求道もまた三種に求道すべきである。（1＞〔法の〕対象を求道すること，（2）対
象の体得を求道すること，（3）〔体得のための〕根源的思索を求道することである。
　そのうちである対境を対象として，聞慧と思慧と串本とによって，その対象〔のあらん
限り〕を求道するのだが，その〔ような〕対境こそを対象とすべきである。〔かように〕
三種の智慧によって対象とすべき対境の考察を教示せんがために〔四〕偶を〔説き〕始め
る，という意味である。
P．176a
　　　　　　　　　　　　　　　本　　論
〈1．総説〉
【本文】
　　　　　　　　　　　　おさ
　　　〔一切の真実義を〕蔵めているから，九種の理由をもって，三蔵あるいは二〔蔵〕
　　　が承認されている。
　　　薫習と理解と寂静と通達とによってそれ（三蔵）は〔輪廻から生きとし生けるもの
　　　を〕解脱させる。　（第一偶）
　　　　「三」蔵と「二」蔵〉〈1－1
【本文】
　三蔵とは経と律と論とである。その同じ三が劣った乗りもの（小乗）と優れたのりもの
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（大乗）との区別により二〔蔵〕になる。声聞蔵と菩薩蔵とである。（2）
【広註】
　この「法の求道」の対象は何か。それゆえに〔答えて〕「三蔵あるいは二〔蔵〕が承認
されている」　（Iab）と説くのである。そのうち，十二部経典のうちr方広経』の部および
『本生課』の部，これが菩薩蔵である。他は大部分が声聞蔵である。大部分というのは，
部分的に大乗と声聞乗とに共通しているからである。（3）
P．173a
【釈疏】
　「三蔵あるいは二〔蔵〕が」　（1ab）と説くのは，三慧をもって対象とすべき対面は，
広説すれば三蔵の諸法であって，三蔵とは経蔵と律蔵と論蔵とである。対象とすべき対境
は略説すれば，劣った乗りものと優れた乗りものとの区別に基づいて，二種の蔵として確
立される。〔すなわち〕声聞の蔵と菩薩の蔵とである。
　そのうち，十二部経典のなかでr方財経』とr本生諌』との二は菩薩蔵といわれる。残
余のうち大部分は声聞蔵である。大部分というのは残余のうちに大乗と声聞乗とに共通し
た法となるものもあることを示したのである。（3）
〈1－2　「蔵」の意義〉
【本文】
　さらに，この三種あるいは二種は，如何なる理由で「蔵　pifaka　」といわれるのか。
　　　　　　　おさ
〔答えよう。〕蔵めている（sarpgraha）　から，〔すなわち〕知られるべき真実のすべて
を蔵めているという意味で〔蔵といわれる〕と理解すべきである。（4）
P・87b
【広註】
　「さらに，この三種あるいは二種は，如何なる理由で「蔵」といわれるのか。　〔答えよ
　　おさ
う。〕冷めているから，〔すなわち〕知られるべき真実のすべてを蔵めているからである。」
と説かれている。たとえば，ある一地域を「IOヨージャナ域」　〔というのは〕10ヨージャ
ナ〔の広さ〕を有しているからである。〔同様に〕「蔵」という今の場合も，知られるべき真
実のすべてを蔵めているから「蔵」といわれるのである。
＜24＞
【釈疏】
　何故にこれらの三もしくは二なるものを「蔵」と称するのか。〔答えよう。〕何となれば
　おさ
「蔵めているから」　（1ab）である。たとえばある建物にIOドローナの穀物が蔵められて
いるとき，その建物を「蔵」と称するように，この三〔蔵〕や二〔蔵〕にも十二部経典のす
べての意味と語句とを歩めているから「蔵」といわれるのである。あるいは〔五〕纏，〔十
八〕界，〔十二〕処の法乃至身体，智慧などなどの知られるべきすべての対象を蔵めている
から，それゆえに「蔵」といわれるのである。
〈1－3三蔵を確立する九種の理由〉
【本文】
　如何なる理由で〔蔵は〕三なのか。〔答えようb〕九種の理由によって〔三なの〕である。（5）
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【広註】
　「如何なる理由で三なのか。〔答えよう。〕九種の理由で〔三なので〕ある。」と説くの
は，経と論と律とには，各々，疑惑と両極端と邪見などが〔対応していて〕，それぞれに三
種の理由があるから，〔合計〕九種の理由となるのである。
D．155a
P．173b
【釈疏】
　何故に蔵は三として確立されたのか。それゆえ「九種の理由をもって……承認されてい
る」　（1ab）と説くのである。三蔵の確立については，九種の理由をもって蔵は三である
と確立されたと承認されている，という意味である。
　蔵を三として説くことに如何なる意図があるのか。それゆえ〔答えて〕「解脱させる」
（1cd）と説くのである。〔何のたあに〕三蔵を確立する　〔のかと問うならば〕生きとし
生けるものを輪廻より出離させて浬梨を証得させ〔んがためにであり〕，また仏〔果〕を証
得させんがために三蔵を確立する，という意味である。
　如何様に〔輪廻から〕解脱させるのか。それゆえ〔答えて〕「薫習と理解と寂静と通達
とによって」　（lcd）　と説くのである。解脱させるとは，三蔵についての聞・思・修の
〔三〕慧をもって解脱させるとの意味である。
　そのうち（1）聞慧により薫習をおく。聞倶するときは清浄な法界等流より生じた浄信の薫
習をおくからである。（2）思慧により理解させる。思惟したままにそれら〔聴聞の正しい〕意味
内容を理解するからである。（3）法に精通した智者は修習を実践する。修習を実践している者
は三昧の姿をした止を体得する。止によって煩悩が静まる。〔すなわち〕煩悩が除かれる，と
いう意味である。（4）三昧を体得して心が一点に集中安定（心一境性）したときは観の姿をし
た智慧が生じる。〔この〕智慧により真実（諦satya）に如実に精通する。真実に精通して，見
所断・修所場の煩悩を根こそぎ断滅する。かくして上述の如く解脱にいたるのである。（6）
　「九種の理由によって」と説くのは，煩悩は三種であって，（1凝惑に従う煩悩，（2）欲望
への執着に耽る極端と自ら疲労困懲へ追い遣る極端とに従う煩悩，および（3）我見に従う煩
悩とである。これらの煩悩を断滅するために三蔵が説かれる，という意味である。
〈1－3－1対治に関する三種の理由〉（7）
　1　経蔵
【本文】
　（1凝惑を対治するものとして経がある。ある人がある意味について疑いを抱いた時，彼
のその〔疑い〕を決熱すべく〔経を〕説くからである。
【広註】
　「疑惑を対治するものとして経がある。ある人がある意味について疑いを抱いた時，彼
のその〔疑い〕を決択すべく〔経を〕説くからである。⊥と説くのは，ある人がある意味につい
て抱いたその疑を決択せんがために〔経が説かれるの〕である。魎・界・処や〔十二〕縁起，
〔四聖〕諦．〔十〕地，〔六〕波羅蜜などの個別相と共通相について，さまざまな疑いがある
時，〔その〕疑いを決興せんがために，それにふさわしい説示であり，信仰をともなって
経が説かれるのである。それゆえに，疑惑の対治として経が説かれるのである。
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〈25＞
D．155b
【釈疏】
　「疑惑を対治するものとして経がある」と説くのは、慈、界、処などの諸法への疑惑と
いう煩悩の対面として経蔵が説かれる，という意味である。如何様に〔経蔵が〕疑惑の対
治となるのか。それゆえに〔答えて〕「ある人がある意味について疑いを抱いた時，彼の
その〔疑い〕を決択すべく〔経を〕説くからである」と説くのである。「ある人」とはあ
る者（Plldgala）という意味である。「ある意味について」とは，繧，界，処や〔十二〕
縁起，〔四聖〕諦，〔十〕地，〔六〕波羅蜜の個別相と共通相との意味内容について，という
意味である。「疑いを抱く」とはそうなのかそうでないのかと考えが二つに〔迷うこと〕
である。「決択すべく」とはそれらの疑いをはらすことにより，法の相（lak§apa）を確
定し理解させんがためであり，〔このために〕経蔵が説かれる，という意味である。
　亙　律蔵
【本文】
　（2）二つの極端へ走ることの対治として律がある。欲望の快楽に耽る極端（快楽主義）に
対しては答められるべき享受に耽らぬようにすることによって。また自ら疲労困慰へ追い
遣る極端（苦行主義）に対しては替なき享受を承認することによってである。（8）
D．78b
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【広場】
　「二つの極端へ走ることの怪怪として律がある。〔……〕筈められるべき享受に耽らぬ
ようにすることによって」と説くうち，「二つの極端へ走ること」とは，欲望の快楽およ
び自ら疲労困慰させることに懸命なことである。
　欲望の快楽に耽るとは，たとえば欲の深いものが〔する〕ように，世尊が定められた
かの戒本（5ik§apadapra節apti）を逸脱して，　〔消薬などを必要以上に〕溜め込むこと
（sarpnidhikara）を楽しみ，自ら驕り高ぶるなどのために楽しむのであるが，それの対治
〔が律蔵〕である。如何様にか。人が快楽の禁止を実践する如く、それを長期にわたって
断じるとは，深い敬意をもって，制定されたそのままに平戸を敬うように，答められるべ
き享楽を断じるのである。（9）
　自らを疲労困慰へ追い遣る極端の対治は答なき享受である。世尊が替なきものであると，
かく認められたことを享受するのであって，自ら三晩，六晩にわたって苛み，苦行などに
より〔自らを〕苦しめることなどはしないのである。たとえばr比丘戒経』で世尊が「私は
あまたの味わいのある食物，あまりあるほどの高価な依服をも認可した」とお説きになっ
た如くである。さらにこのような食物を食するときは，執着や奢りなどのゆえに〔食する
の〕ではない。このように答なき享受は自らを疲労困懲へ追い遣る極端の対治なのである。
P．174a
【墨字】
　「二つの極端へ走る誤ちへの二つの対治として律がある」と説くのは，律蔵は①欲望へ
の執着に耽る極端と②自ら疲労困態へ追い遣る極端とに従う煩悩の蕪稿として説かれる，
という意味である。
　如何様に二つの極端に従う誤ちへの対治となるのか。①〔律蔵が〕欲望への執着に耽る
極端への対治であることを示そうとして「欲望への執着に耽る極端に対しては轡められる
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　　　　　べき享受に耽ぬようにすることによって」と説くのである。「欲望への執着」とは世尊が
　　　　　欲望に従わぬように定められた戒本（§ik§apadaprajiapti）を逸脱して，〔法衣や什器な
　　　　　どなどの〕種々の資具について自ら愛着し誇らんがために楽しむことである。たとえば，
　　　　　欲望に愛着する家住期のバラモン（9τhastha）の如くである。それの対治とは答められる
　　　　　べき享受を楽しまぬよう禁じることである。その場合，享受することにより〔邪婬などの四〕
　　　　　根本極悪や堕落，罪を犯すことなどが生じてくるもの，それが答められるべき享受といわ
　　　　　れる。それの禁止とは，また，あれこれのことは享受してはいけないと禁じること，およ
　　　　　び戒本を尊守する人々に対しては，慎重さと浄信とをそなえ忍耐強く身を保つべし，と説
　　　　　くことである。
D．156a　　②〔律蔵が〕自ら疲労総画へ追い遣る極端への対治であることを示そうとして「自ら疲
　　　　　労困璽へ追い遣る極端に対しては智なき享受を承認することによってユと説くのである。
＜26＞
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「答なき享受を承認する」とは世尊が馬面や法衣などの資具の使用を承認したことをさす。
これはまた外道の苦行（10），すなわち灰や荊棘のなかに〔裸〕体を横たえる，断食する，
犬や牛の姿勢をとるなどなどの苦行を実践し，自らの肉体を苦しめることの対治としてお
説きになったのである。それゆえ，律についても「戒を保ち徳あふれる比丘にはあまたの
味わいのある食物，高価で数多くの法衣，瀟酒な住居の使用さえも世尊は認められた」と
説かれているのである。要約すれば，百味の食物を味わうといえども執着と奢りがなけれ
ば，それは答なき享受である。他方，野菜のきれはしのほんの少しを食するといえども執
着と奢りがあるかぎり，それは答められるべき享受である。あるいは，非常に高価な法衣
を着ても執着や奢りなく着用するならば，それは誉なき享受であり，逆に糞掃衣を着ても
執着や奢りがあるならば，それは軋められるべき享受である。
　皿：論蔵
【本文】
　（3）自ら誤った見解に固執すること（見取，dr§tiparamar§a）の対治として論がある。倒
錯なき法の相を明確にするからである。
【釈疏】
　「自ら誤った見解に固執することの孤山として論がある」と説くのは，少量のみ聴聞す
ることに〔満足して〕多く聞くことなく，ほんのわずかの理解した法をもって高慢にな
り，倒錯した見解と戒とに執着し，師友に親近して多く聞き教わることを求めないのが
「自ら誤った見解」といわれる。その対治として論が説かれる，という意味である。
　如何様に〔論蔵は〕誤った見解の落雷となるのか。それゆえに「倒錯なき法の相を明確
にするから」と説くのである。論〔蔵〕には諸法の個別相と共通相とが倒錯なく説かれて
おり，それを聞くにおよんで法の相を倒錯なく理解するのである。それゆえ倒錯した見解
と戒とに対する執着を断滅するのである。〔したがって論蔵は誤った見解への対治となる
のである。〕
　以上をもって三種の理由を説示し終えたのである。
＜54＞ 〈1－3－2　三学に関する三種の理由〉（11）
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1　経蔵
【本文】
（1｝さらに経によって三食を説示する。
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【釈疏】
　「さらに経によって三学を説示する」と説くうち，三略とは増上戒学，増上心学，増上
慧学である。このうち声聞の立場からすれば増上戒学とは方便を有し別解脱律儀を充足し
た円満な境と行とであって些細な罪さえも戦きつつみるのであり，正受学処（samadana）
を学ぶと説かれている。増上心学とは色界の四禅と無色界の四定とである。増上慧学とは
四聖諦を如実に理解することである。
　〔他方〕大乗の立場からすれば摂律儀戒，摂善法戒，饒益有情戒の三を増上戒学という（12）。
虚空蔵，首樗厳などの三昧を増上心学という。無分別智を増上慧学という。〔このように〕
声聞と大乗との経〔蔵〕中に三学が〔各々〕説かれている，という意味である。
　∬　律蔵
【本文】
　②律によって，増上戒〔学〕と増上心〔学〕とを完成する。戒を保持する者は，順次に
後悔しない〔，心が安定する〕などなどにより三昧を得るからである。（13）
【工事】
　r律：によって増上戒〔学〕と増上心〔学〕とを完成する」と説くのは，律によって増上
戒が清浄になり，増上心が現証する。増上戒が清浄になるとは律に規定されているままに
実践するとき，戒についての過失がないからである。
　「戒を保持する者は，順次後悔しないなどなどにより三昧を得るから」と説くのは，戒
を保持しているときは後悔することがない。後悔のないときは身体が安定した状態になる。
身体が安定した状態にあるときは安定した心に浸りきる。心が定安した状態にあるときは
心が一点に集中する。したがって三昧を現証するのである。
皿　論蔵
【本文】
論によって増遍羅〔学〕を完成する。倒錯のない意味内容を考察するからである。
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【釈疏】
　「論によって増上身を完成する」と説くのは，論によって諸法の個別相，共通相を如実
に理解する増上慧を完成し現証する，という意味である。如何様に増遠類を完成するのか。
それゆえに「倒錯のない意味内容を考察するから」と説くのである。論によっては諸法の
個別相，共通相を誤りなく分析し説示するから，これを聴聞することによって法の相を誤
りなく理解する智慧が生じて来るのである。
　以上をもって六種の理由を説示し終えたのである。
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〈1－3－3法（dharma）と義（artha）に関する三種の理由〉（14）
　1　経蔵
【本文】
　さらに，経によって法と〔その正しい〕意味（artha）とを説示する（15）。
【斎言】
　「さらに，経によって法と意味とを説示する」と説くのは，名（nama）と文（pada）
と句（vyafijana）とを「法」といい，それらによって説かれる纏，界，処を「意味」という。
あるいは，慈，界，処などを「法」といい，四想念，四動念〔など）を「意味」という。
あるいは，天界に到達させる因である十善を「法」といい，浬架を証得させる因である三
十七菩提分法などを「意味」という。〔このように〕経〔蔵〕中に法と意味との両者が説
かれている，という意味である。
　　　　　　］1　律蔵
　　　　　【本文】
D．164b　　律によって法と意味とを成就する。煩悩の制御に努める者はこの両者に通達するからで
　　　　　ある。
【広註】
　「律によって法と意味とを成就する。煩悩の制御に努める者はこの両者に精通するから」
と説くうち，「煩悩の制御」とは年魚などの諸煩悩に〔ついて〕不浄〔観〕などを修習す
るのである。
　法と意味とに如何様に精通するのか。〔答えよう。〕「法」．とは名の集合体などから成立
している。r意味」とはそれら〔の名〕によって表現される。もしこの名が意味に偶来的
であるならば，意味もまた名に偶来的である。同様に，意味にも名の本質がないならば，
名もまた意味の本質なきものと了解されよう。かくの如き道理をもって考察し，名と意味
とに精通するのである。
　さらに「戒を保持する者は，順次に後悔しないなどなどにより」　（＜上記1－3－2＞1
律蔵　参照）真実に通達するから，あるがままに正しく法と意味とに精通する。それゆえ
「法と意味とを成就する」というのである。
＜28＞
【釈疏】
　「律によって法と意味とを成就する」と説くのは，律によって法と意味とがあらわにさ
れるという意味である。如何様にあらわにされるのか。それゆえに「煩悩の制御に努める
者はこの両者に通達するから」と説くのである。律に依拠し，不浄〔観〕を修得するなど
などにより煩悩の制御に努め，〔名・〕文・句の相よりなる法と慈・界などの相よりなる
意味，あるいは天〔界〕の相よりなる法と浬繋の相よりなる意味とを理解する。かくして
律によって法と意味とを成就するのである。
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皿　論蔵
【本文】
論によって法と意味とを確定して語ることに巧みになる。
以上の九種の理由により蔵は三であると承認されている。
【釈疏】
　「論によって法と意味とを確定して語ることに巧みになる司と説くうち，「法と意味と
を……語る」とは法と意味とを他人に説示することである。「確定して……巧みになる」と
は決定しあるいは倒錯なきことにすぐれていることである。論の相に巧みになるときは，
法と意味とを他人に混乱なく説示することに巧みになる，という意味である。
＜1－4＞　三蔵を確立する四種の意図
【本文】
　さらに，この〔三蔵〕は〔生きとし生けるものを〕輪廻から解脱させんがためにある。
それでは，それは如何様に解脱させるのか。〔答えよう。〕（1）薫習と（2＞理解と（3）寂静と（4）
通達とによって，それは〔輪廻から〕解脱させるのである。〔すなわち〕（1）聞〔慧〕によ
り心に薫：習するから。（2）思〔慧〕により理解するから。（3）修〔慧〕のうち止（6amatha）
により寂静にするから。（4）観（vipa5yana）により通達するからである。
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【田上】
　（1）工闘」；慧ユ」⊆圭篁∠曇豆蕪習するから」と説くのは，法界極清浄の因ともなる聞〔慧〕
の薫習によってである。②「思〔慧〕により理解するから」と説くのは，かの聴聞したま
まに思惟して，その如くに理解するのである。（3）理解し，智慧をそなえた修習の実践すな
わち止を体得し，三昧により諸々の煩悩を静めるのである。（4）灘北（samapatti）により，
観をもって正しくありのまま了知して〔自ら〕真実に通達する。同様に生きとし生けるも
のをも通達せしめる。（これが〕仏果（buddhatva）の体得でもある。
〈2細説〉
〈2－1　総義　三蔵各々の四種の内容分析〉
【本文】
　　　経と律と論とは要約すれば〔名々〕四種の意味内容を有するといわれる。それらを
　　理解して賢者は一切智者性に到るのである。　（第二偶）
　さらに，これら経と律と論とは要約すれば，各々四種の意味を有する。〔そして〕それ
らを理解することにより菩薩は一切智者性を得るのである。一方，声聞は単に一宇の意味
を理解するだけで漏尽〔智〕を得るのである。
D．157b
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【獄丁】
　この〔三蔵〕について，経〔蔵〕にはおおよそどれだけの意味があり，律〔蔵〕にはおおよそ
どれだけの意味があり，論〔蔵〕にはおおよそどれだけの意味があるのか。　（第一の悶）
　また何故に「経（sUtra）」といわれ，何故に「律：（vinaya）」といわれ，何故に「論
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（abhidharma）」といわれるのか。　（第二の問）
　それゆえに〔二つの問に答えて〕「経と律と論とは要約すれば〔各々〕四種の意味を有
するといわれる」（2ab）と説くのである。経はまた要約すれば四種の意味を有するから
「経」といわれる，律も要約すれば四種の意味を有するから「律」といわれる，論もまた
要約すれば四種の意味を有するから「論」といわれる，という意味である。
　「賢者はそれらを理解して一切智者性に到るのである」　（2cd）と説かれているうち，
「賢者」とは菩薩をさす。「それら」とは三蔵をいう。菩薩は三蔵を理解して一切智者の
智を体得する，という意味である。〔他方〕声聞は尽〔智〕と無生智とを求道するのみで
ある。〔彼らは〕一一切智者性を求道しないから三蔵を理解せずとも，尽〔智〕と無生智と
を体得するの〔み〕である。如何様に体得するのか。〔答えよう。彼らは〕唯一偶の意味
を理解するだけで尽〔智〕・無生〔智〕を体得するに到るのである。
＜2－2　　男り義i　　1＞
【本文】
　　　（1）よりどころと（2）相と（3）法と（4）意味として教説（sUcan．a）するから
　　経（s砒ra）である。また（1）直面する（abhimllkha）から，（2）再三再四くり返
　　す（abh止§pa）から，（3）制覇する（abhibhavati）から，（4）了得される（abhi－
　　gamyate）から，論（abhidharma）である。（第三偶）
〈2－2一ユ　経蔵の四種〉（16）
【本文】
　如何様に〔三蔵〕各々は四種の意味を有しているのか。〔答えよう。まず経については〕
（1）よりどころと（2）相と（3）法と（4）意味とを教説するから経である。このうち（1）よりどころと
は，どこで，たれが，たれのために〔経が〕説かれたのかということである。②相とは世
俗諦の相と勝義諦の相とである。（3）法とは纏・処・界・〔四〕食・縁起などである。（4）意
味とは密意である。（17）
【広註】
（1）「よりどころとは，どこで，たれが，たれのために説かれたのかである」と説くのは，
よりどころは三種である。そのうちω「どこで」とはあれこれの経典中に「私は聞きまし
た。ある時世尊は王亀城におられました」と説かれている如くであって，王舎城などのよ
りどころ（場所）をいう。◎「たれが」とは〔説法者である〕世尊というよりどころをいう。
㊦「たれのために」とはある人のために法が説かれる，その〔聴聞〕者というよりどころ
をいうのである。
　（2）「世俗諦の相と勝義諦の相とである」と説くうち，ツボ，毛布，人間などを説くのは
世俗諦である。言語活動（間接知の対象）やその〔言語活動〕以外の，〔言語活動に〕依
存〔しない〕（18）感覚の対境（直接知の対象），それらはすべて世俗諦である。〔他方〕
勝義諦とは無分別智の画境である。要約すれば，世俗諦とは雑染〔の世界〕であり，倒錯
したものであり，認識の対象となるものであり，勝義諦とは〔それと〕正反対〔の世界〕
である。
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（3）食とは四種であって，すなわち，段食，触食，点食，識食である。
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【釈疏】
　「（1）よりどころと（2）相と（3）法と（4）意味とを教説するから経である」　（3ab）と説くのは，
よりどころと相と法と意味との四種を教説するから「経」といわれるのである。
　（1）そのうちで，よりどころに三種ある。（イ）どこで説いたのか，＠たれが説いたのか，㈲
たれのために説いたのかである。
　さて，④諸経典中に「次のように私は聞いている。ある時世尊は王舎城に多くの比丘，
菩薩とともにおられました」とこの〔よりどころ〕が説かれている。このように，王舎城
にてなどと説かれたその〔場所〕もよりどころであることを示したのである。＠世尊が説
かれたというときの，その世尊もまたよりどころであることを示したのである。困ある人
のために法が説かれたときの，その人もまたよりどころであることを示したのである。
　②相は二種であって，世俗諦の相と勝義諦の相とである。そのうち，ツボ，毛布，人間
などの言葉をもって語られ，思惟〔の対象〕となるものが世俗諦の相である。〔他方〕語
ることもできず思惟をも越えたものが勝義諦の相である。さらに言語活動〔の対象〕ある
いは言語活動以外の感官の対象界が世俗諦といわれ，〔他方，言語活動の，あるいは〕言
語活動以外〔の言語活動〕に依存しない感覚の対象界とはならないのが勝義諦といわれる。
さらにまた，雑染にして認識の対象となるものが世俗諦といわれ，　法界および無分別智
〔の対象〕が勝義諦といわれる。
　（3）法とは纏・界・処・四食・縁起などである。四食とは餌食・触食・思食・識食である。
　（4）意味とは四種の念（念平等，念他時，念他益，事事衆）である。
P．177a
D．165a
〈2－2－2　論蔵の四種〉（19）
【本論】
　（1）直面するから，（2）再三再四くり返すから，（3）制覇するから，（4）了得されるから論であ
ると理解すべきである。（1腹這に直面する法＠∂屠〃伽肋04加γ辮ψ）が論（abhidharma）
である。諦・菩提分〔法〕・〔三〕解脱門などを説示するからである。②再三再四くり返
して〔説く〕法6α醜貌5脚辮4加γ耀勿が論である。個々の法について，仏（物質）であ
る，無色である，説示がある〔，無説示である〕（20）などなどの区別をもって何度も説く
からである。（3）制覇する　（α∂屠飢α臓渉のから論である。論争のテーマについて外〔道〕の
教義を論破するからである。（4）それによって経の意味内容が了得される　（訪痂gαηッα孟8）
から論である。
D．79b
【広註】
　「諦・菩提分〔法〕・〔三〕解脱門などを説示するから」は「浬梨に直面する」へと関
連させて〔読む〕。
【釈疏】
　「（1）直面するから，（2）再三再四くり返すから，（3｝制覇するから，（4）了得されるから論で
ある」（3cd）と説くのは，論とは（1）向うことジ（2）絶えまのない説示，（3）制覇，（4）了得さ
44 経律論（早島）
＜30＞
P．177a
D．158b
れることのゆえに「論」といわれる，という意味である。そのうち，（1）四聖諦，三十七菩
提分，三解脱門などの浬架への道を説示し，諸法の個別相，共通相および浬葉の法を現前
させるから「論」といわれるのである。（2）「再三再四」とは何度も何度もという意味であ
る。一法といえども，有色であるあるいは無色である，説示すべきである説示すべきでは
ない，見るべきである見るべきでないなどなどの区別をもって多種多様に説くから「論」
といわれるのである。（3）論〔蔵〕に卓越していると，論争や論争の根拠に秀でるからあら
ゆる論争を静めるのである。〔かくして〕対論者の反論を論破するから「論」といわれる
のである。（4）論〔蔵〕に卓越していると諸経典の意味内容が理解される。〔かように〕経
典の意味内容が了得されるから「論」といわれるのである。〔未完〕
　　　　　　　　　　　　　　　註　　記
（1）MSAの章構成に関しては，野沢，上掲論文，拙稿「菩薩道の哲学」　（『南都仏教』
No．30）参照。
（2）註釈も含めMSAにおいては「声聞乗」と「菩薩乗（時に大乗）」という名称が普通
で，小乗（劣乗），大乗（優乗）は価値あるいは区別を強調する場合に用いられるようで
ある。これは「大乗と小乗という用語よりも菩薩乗と声聞乗という用語の方が古い」　（平
川『インド仏教史』上p．328）こととも関連するのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　くひ　　む（3）　「……如何本生　謂於豊中　宣説世尊在過去世塵彼方　若死若生　行菩薩行　行難行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　む　　くひ　　くコ　　くコ　　くコ
行是名本生云左方広謂於是中広説一切諸菩薩道為令修証左褥多羅三豊三菩提十
力無畏無障智等一切功徳　是名方広」　（r喩伽論　声聞地』vo］．25，418c），「……本生者
　　　　む　　　くう　　む　　　む
所謂悪説諸菩薩行本相応事　方広者　謂菩薩蔵相応言説　如名方広　亦名広破　亦名無比
　　　　　　　　　む　　くコ　　む　　くう　　くう　　む
………泄菶m上皆是大乗笹下別名………」（『雑筆論』vol，11，743c，　cf．『阿毘達磨集論』
以下『集論』vo1・6・686b）〆vaipulyalp　vaidalyalp　vaitulyam　ity　ete　mahayanasya
paryayah，．＿（ノ1B四ZD丑4RM、4＆4ハ4σαン1　y14βE45｝り4ハ4，　ed．　by　N．　Tatia，　Patna
1976，以下ASBh　p．96）など，この学派の諸論書に，十二部経のうち「本生」と「方広」に
菩薩，大乗とのかかわりを示す語句が見出される。また大乗と声聞乗とに共通していると
は，たとえば「希法者　若恒等処宣説声聞諸大菩薩及如来等最極希有甚奇特法」（『雑群論』
744a）などをさすのであろう。あるいは『顕揚聖教論』（以下『顕揚論』）vo1．6，509a参照。
　なお，十二部経を菩薩の三蔵と声聞の三蔵に分類する例が同じく『集論』　（686b～c），
『雑集論』　（744a）に説かれている。今は『雑集論』をみてみよう。
　「如是契経等十二分聖教三蔵所摂　何等為三　一素但績蔵　二毘奈耶蔵　三下毘達磨蔵
此復有ニ　一声聞蔵　二菩薩蔵　契経応餌料別誠頒自説　野曝声聞蔵中素野上蔵摂　縁起
讐喩本事本生　此四二蔵中毘奈耶蔵井誉属摂　縁起者　宣浄罪因縁建立諸学処　是正毘奈
耶蔵摂　讐喩暑湿　是彼誉属摂　方広希法　此二菩薩蔵中素但績蔵摂　方広者文義広博正
菩薩蔵摂　希法差別難思広大威徳最：勝相応　是早撃是菩薩蔵摂　論議一種　声聞菩薩二蔵
中阿毘達磨蔵摂」　（ASBhはP．79§120に散見される）
　この分類に従えば，「方広」・「希法」の二が菩薩蔵に固有で（共に経蔵），「縁起」
・「讐喩」・「民事」・「本生」（律蔵）と「論議」　（論蔵）とが両者に共通で残余の五
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が声聞蔵に属することになる。なお平川『初期大乗仏教の研究』中「九分・十二部経と大
乗経典との関係」　（pp．721～753）参照。
（4）　璽pitaka’の語義はBuddhaghosaのS、4M⊇41＞Z4P・4＆4DZK・4　（以下SPD）には
次のように説かれている（PTS版vo1．1，　pp．20～21）。
　・・Pitakarp　PitakatthavidU　pariyattibhaj　anatthato　ahu，　tena　samodhanetva　tayo
pi　vinayadayo溢eyya。／pariyatti　pi　hi，　ma　pitakasampadanena’ti　adisu　pitakan
ti　vuccati．　atha　　puriso　agaccheyya　kuddalapitakarp　adaya　’ti　adisu　ya即kifici
bhajanam　pi．”
ちなみに『南伝大蔵経』　（vol．65，　p．28）は以下の如くである。
　　　ピタカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピタカ
　　「蔵の義に通ずる人々は　蔵は聖典と容器との　意義より来ると言ふなり
　　　結びて律を初として　三者は知らるべし，
　　　　　　　　　　　ピタカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピタカ
　聖典の義としては，「蔵を執持する勿れなどいふ時，蔵と言はる＼なり。又，
クツダ　ラピタカ
鋤と籠とを執りて来るべし」などいふ時は，何か，容器の義なるべし。」
ここではpi⑫kaの語義としてsarpgraha
この語と
「人あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは別にpariyatti（learning，　theory；、朗．乙1
η：τ7’ン1K、4ルf　COノ＞CO1～D、4N（渦　とbhajana（a　bowl，　vesse1；PTS　P4L匹ENGLISH
那C7YO！＞141～y）の二義があげられている。
（5）小乗部派のうち，大衆部は経律：論の三蔵に雑蔵を加えた四蔵（一説には呪蔵をも加え
五蔵）を，また法蔵部は三蔵に有えて呪具と菩薩蔵を有していたといわれるように（平川
前掲書pp．234～237，767～769参照）「三」蔵が必ずしも確定していたわけではない。一
方，『集論』などにみられるように楡伽行唯識学派は「三」蔵を説く。ここMSAでもま
ず蔵が三種であることを確立するのである。
（6）　【即興】はまず偶順を註釈し，その後長行釈に移る。そのため【広註】や上記シノプ
シスの順序と多少のずれがある。
（7）三蔵各々の対当は『集論』　（686c）にも同様に説かれている。ここでは『雑集論』か
ら引用しよう（744a～b）
「問何故如来建立三蔵　答為欲心治疑心煩悩故　建立素但縷1蔵　為欲断除所化有情於種種
法発起疑惑　話説溢血応煩等故
　渇欲対治受用二面随煩悩故　建立毘奈耳蔵　二辺者　謂欲遂行辺　自苦行辺　対治受用
　　　　　　　コ
者面面受用畜積等故開彼受用百千如法衣服等故
　為欲対面自見取執随煩悩故　建立阿毘達磨蔵　処処広田諸法差別如実相故」
ヒ更 ii）sUtrapitakavyavasthanarp　vicikitsopakle§apratipak争e阜a　　vineyanam　　utpan－
nanutpannasarp6ayacchedadhikarepa　sUtrageyadide§anat／／
（ii）vinayapitakavyavasthanam　antadvayanuyogopaklesapratipak＄e阜a，　saπmid」
hikaraparibhogadipratik＄epat　§atasahasrakavastr設nujianac　ca　／　　　　antadvaya甲
puna草kamasukhallikanta　atmaklamathanta§ca／．
（iii）abhidharma（一pitaka一）vyavasthana甲　　svayarpdτ＄tiparamar§opaklesaprati－
pak§epa，　tatra　vistarepa　dharmalak§a玲asthapanat／／”（ASBh　p．96）
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（8）この「二つの極端」に関しては『倶舎論』にく宝amasukhallikatmaklamathanuyoL
gadhikarat　grhipravrajitapak§ayor　va”（Pradhan本P・183），「由次二濁善一面損以
耽欲楽自苦行故」（寒心訳，vol．12，64a）と説かれ，r菩薩地』にはccantadvayavivarjita甲
kamasakhallikatmaklamathanuyogavivarjitatvat”　（荻原本・P・187），「三無罪歓喜
哨戒　遠離耽著欲楽自派二辺行故」　（vo1．42，522a）などと説かれている。なお長尾前
掲論文p．134註（1）参照。
（9）§ik§apadaprajiapti　Mvp．　No・9208，　sa叩nidhikara　同No．8416，　salpnihita同
No．9411参照。
（10）中村元『ゴータマ・ブッダ』　（春秋社）第三章第八節「苦行」，原実『古典インドの
苦行』　（春秋社）第三章第三節「苦行者の衣と住，その他」参照。
（11）三蔵と道学との関連については『集論』（686c），『雑集論』（744b）にも説かれる。
経蔵と三学すべて，律：蔵と増上戒・増上心，論蔵と増上郡学との対応は同じである。再度
『雑集塵』を引用しょう。
　「復細川欲開示三種学故　建立素直績蔵　所以者何　要項此蔵所化有情解了三学　由此
蔵中広開三種所修学故
　為欲成立増上戒学増上心学故　建立毘奈耶蔵　豊漁此蔵二増上学五三成立　所以者何
広釈別解脱律儀学道聖教為所依止　方能修治浄戸羅故　依浄　羅生無悔等　漸次修学心得
定故
　為欲成立増上躯学漫　建立阿毘達磨蔵　要依此蔵増上慧二方得成立　所以三盛　由此蔵
中中広開示唖聾諸法巧方便故」
更璽
ii）punah　sUtrapitakarp　ni6ritya　grantharthavyutpattib／
　（ii）vinayarp　　nisritya　　tadubhayasak§atkriya，　　　§ik§apratipattiprabhavitatvad
vinayasya／　tato　dharmarthayo耳　saksatkriyayah　padasthanam　ity　ucyate
a§rayarthena　／
　（iii）abhidharmalp　ni§ritya　paraspara卑　sarpkathyavini§cayakrtena　dharma－
sa甲bhogena　sparSaviharo　bhavati，　tatra　bahuprakara卑dharmapa甲　svalak＄一
apadidharmataya　vyutpadanat／／”（ASBh　p．97）
　　またE．Lamotte博士によって指摘されているようにθ協4E4　Z4N4＆41堕GR・4崩
Tome　II，　P．2，長尾上掲論文P．134註（2）参照），・4　TTH4S・4LIM　p．21（＝Sσ：MZ卜
挿G・4γ兀・4SZNZ　p．19＞には次のように説かれている。
　雫ヒTrsu　pi　ca　etesu　tisso　sikkha　tini　pahanani　catubbidho　ca　gambhτrabhavo
veditabbo／　Tatha　hi　Vinayapitake　visesena　adhisτlasikkha　vutta，　Suttanta－
pitake　adhicittasikkha，　Abhidhammapitake　adhipa茄asikkha・／”
　　また『前盛沙論』vo　1．1（lc）から引用してみよう。
　「復勃勃処亦有差別　旧俗依増上心論道温点恒績　若面一上包論道面毘捺耶　若依命上
前曲道是阿毘達磨　南面一切中一切可得　謂素溶出中藍有依増上戒増上高論断　毘直訴中
出有田増上心増上諭血道　阿智達磨中亦有依増上心増上髭論道　如是三蔵応無差別　答依
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増勝説　謂素績　中依増上心弾道増勝　毘町民中依嘱上戒君道増勝　輿脇達磨中依増同年
論道増勝
　有作是説　素但績中依増上心論道是素恒績　依増上戒論道即毘捺耶　依増上慧論道即阿
毘達磨　毘捺耶中依増厳戒論書判毘捺耶　依増上心論道墨縄阻績　依増上鎌糧道即阿毘達
磨　阿毘達磨中依増上慧論道是阿毘達磨　依増上心論道即素阻績　依増上戒論道即毘捺耶
故由依処亦有差別」
　これらあ文献から明らかなように，三蔵と三学の対応関係には，MSA，『集論』など
と異なり，三蔵と三学とに一一の対応を認める考え方のあったことが知られる。
（12　大乗の菩薩戒に関するMSAの言及は，ここXI－1やXIV（教授教誠品）一2，50，ある
いはXVI（僧門品）一37やそれらの註釈などに見られる。いずれも三野伊州が説かれ，こ
の学派が伝統的に三筆四戒を主張するのと合致する。今はXV［一37を見てみよう。
　ヒでattam　buddhasutair　yamodyamamaya叩　5τlatraya叩　sarvada（37a），　trividha耳1
甜am／　sa卑vara§flam／　　ku§aladharmasa！pgrahaka§τlam／　　satvarthakriy－
a§flarp　ca／　e§am　ekarp　yamasvabhava即dve　udyamasvabhave／”　（P・108）
　同筆の【釈疏】によれば，声聞は律儀戒のみを保持し，他方，大乗の菩薩は酒戒とも
に保つが故に「広大udarata」といわれる（P．3ユb7～32a2，　D．27b　l～3）。なお武内紹
晃，芳村博美「楡出行学派における戒」　（佐々木教悟編『戒律思想の研究』平楽寺書店）
参照。
（13　長尾上掲論文p．136註（2）参照。
（14）三蔵と法・義との関係について『雑集論』（744b）を引用しょう（『愚論』はp．686c）。
　「復次為欲開示正法黙黙　建立素恒績蔵　仁恩此蔵文義易了故
　日量法義作証安足半故　建立毘野曝蔵　依止此蔵能町二種作証学行故　毘製出是法義作
証安四一　安足処者四所撃墜
　為令智者論議決択受用法楽住故　建立阿毘達磨蔵　挙止此蔵諸有智者　更相問答論議決
択受法楽住　由此蔵一時無量門開示諸法凶相共相等真実法性故」
喫聖
ii）puna阜sOtrapitakarp　ni5ritya　grantharthavyutpattih／
　（ii）vinayarp　　ni§ritya　　tadubhayasakξ3atkriya，　　　5ik§apratipattiprabhavitatvad
vinayasya／　　tato　　dharrnarthayo草　　sak§atkriyaya草　　padasthanam　　ity　　ucyate
a5rayarthena　／
（iii）abhidha㎜a卑ni§ritya　paraspara卑s知kathyavini5cayak＃ena　dha㎜a－
sarpbhogena　spar§aviharo　bhavati，　tatra　bahuprakara累口　dharmaparp　　svalak§一
apadidharmataya　vyutpadanat／／”（ASBh　p．97）
（15）namaとarthaに関しては拙稿「唯識の実践」　（高崎割田『唯識思想』春秋社所収）
参照。
（16）　「経s砒ra」　の語義解釈はここMSAにおけるように三蔵の注釈中に，あるいは
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十二部経の「契経」の注釈中に散見される。パーリ経典のうち，SPD（PTS版pユ9や
、4TTE4＆4L刀〉：　（PTS版p．19）は（1）s貢cana顕義，（2）suvutta善説，（3）savana漏
出もしくは貫穿，｛4）s∬dana流出，（5）suttana善護，（6）suttasabhaga縄墨の六義をも
ってsuttaの説明にあてる。今はSPDを南伝大蔵経ともども引用しょう。
｛雫
奄狽≠窒℃ｨ1　pana二
　atthanam　sUcanato　suvuttato　savanato　ca　sOdanato
　suttapasuttasabhagato　ca　suttarp　suttan　ti　akkhatarp．
　ta耳｝hi　attatthaparatthadibhede　atthe　sOceti，　suvutta　c’ettha　attha　veneyyajjha－
sayanulomena　vuttatta，　pasavati　c’eta町1　atthe　sassam　iva　phalarp　pasavatTti
vuttarp　hoti．　　sOdati　c’etarp　dhenu　viya　khira甲paggharatTti　vuttarP　hoti・
sutthu　ca　ne　tayati　rakkhatrti　vuttalp　hoti．　suttasabhagafi　ca　narp　　yatha　　hi
tacchakanarp　suttarp　pamaparp　hoti，　evam　etam　pl　v1茄αnarp，　yatha　ca　suttena
sa卑9ahftani　pupPhani　na　vikir了yanti　na　Viddharpsiyanti　evam　etena　sarpgahlta
attha．”
「更に又，
　　　　　　　　ス　チヤナ　　　　　　　スウッタ　　　　　　　　　　　サワナ　　　　　　　　　　ス　ダナ
　　　　諸義の現はる＼により　善く説かる＼より　漏出するにより　流出するにより
　　　　スノタ　ナ　　　　　　　　　スノタサパ　カ　　　　　スツタスヅタ
　　　　善庇護なるにより　縄墨なるにより　経，経とは称せらる
　実にそれは本来の意義，他の意義等の意義を現はす，葱に善く説かるとは所化の願ひに
随順すべく説かれたり，漏出するとは穀物の果に於けるが如く諸義を漏出するといはる＼
なり，流出するとは乳牛の乳に於ける如く流出するよりいはる＼なり，善庇護とは人々の
助け護るよりいはる＼なり。丁令とは実にこれ大工の縄暴の如くなり，智人の糸を以て括
り華の散乱せざる如くかくこれによりて括られたりとの諸義あり。」（『南伝』vo1．65，　pp．
25～26）
　他方，漢訳文献では、　『阿毘曇心論』中に経の五義を見出すことができる。
「修多羅者　凡有五義　一日出生　出生諸義故　二日泉涌　義味無尽故　三日顕示　顕示
諸義故　四日縄墨　弁諸邪正故　五日結髪　貫穿諸法故　如是五義　是修多羅義」（vo1．8，
大正28，931c）
　上記の六義と部分的に対応するが、例えば（2）suv砒ta，（5＞suttapaなどは『阿毘円心
論』には見当らない。『分別喩異論』は「契〔経〕四隅線連属議理使成行法」（vo1．1，
大正25，32a）として（6）suttasabhagaを，また『堅地経論』は「能貫能摂州　名為経
以仏聖教貫穿摂四所応説三所化生故」　（vo1。1，大正26，291b）として（3）savanaを各々
sutraの説明にあてている。
　ところで，喩判事唯識学派に関しては『声聞地』，　『顕揚論』，　『雑集論』など，いず
れもMSAと同様（1）sαcanaをもって「s豆tra」の由来を説明するようである。何か伝
承があったのであろうか。以下に諸文献から引用しょう。
”…… 垂窒≠狽奄抽獅垂≠奄秩@namakaya－padakaya－vyaijanakayair　yad　uta　te§a即　te＄am
arthanalp　脇6αη伽〃ku§alanam　arthopasaエphitanarp　brahma一（K．　Shukla版は
buddha一）caryopasalphitanam　idam　ucyate　sOtram／”　（A．　Wayman，伽α姻s
げ’舵S吻盈励航擁1吻％鷹6吻’，P．75；K．　Shukla版，　Patna　1973，　PP．136～137）
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　　「……以諸美妙名句文身　如其所応次第安布次第結集　謂能貫穿縫綴種種能引義利能引
凶行真善妙義　是名契経」　（『声聞地』vo1．25，大正30，418c）
　　「諸仏世：尊唯依二面顕了諸法　是学派！旦撹蔵」　（r顕揚論』vo1．20，大正31，581c）
　　更璽tatra　sαtralp　yad　abhipretarthasOcanakarepa　gadyabha＄itam／　kim　puna尊
karaparp　tathagatas　tam　abhipretam　artharp　vivrtyaiva　na　de6ayatTty　aha
da§anu§alpsari　sa卑Pa§ya単s　tathagatah　s勿6α晶晶肝心　dharman　de§ayati……”
（ASBh　p．95）
　　「云除法決択　法者謂十二分聖教　何者十ニ　一宿経………読経者　謂以長行綴組略説
所払説義　問何故如来不広開演所記説義耶　答如来観察十種勝利略説諸法……」　（『雑集
言倉』　vo1．8，　743b）
　　また他の注釈と異なり、　『仏地経論』，　『顕揚論』が「（貫穿）工事」，「工事（二二
諸法）」（＊salpgraha）をあげているのは注目されよう。なお長尾前掲論文P．138註（2）参照。
（17）経の第四義「artha」に対する註釈は一定しない。　Vasubandhu．は璽anusarpdhi’と
いい，波羅頃蜜多羅は「義者謂釈所以」　（大正31，610a）と訳している。【広註】は釈を
欠き，【釈疏】は「四種の念（念平等，念他時，念他益，念他衆）」をあげるのみ。『摂大
乗論』世親釈のうち玄桀訳「義者　謂三密意」，下多共行学等訳「義者　随順相続故」は
更anusalpdhi’　と合致するが，真諦訳は「義者　所作一事故名義，生道半片是事」とあり
更anusalpdhi’とのつながりは不明。　（長尾上掲論文p．138．註（10）参照）
（18）　【乱訴】により否定辞を補う。
（19）　「論abhidharrna」　の語義は処々に散見される。　まず，「経」の場合と同様，
SPD（P．20）を『南伝』ともに引用しょう。同論書は以下の五義をあげる。
雫ヒ
奄狽≠窒潤@pana：
　　yarp　ettha　vuddhimanto　salakkhapa　p両ita　paricchinna
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　vuttadhika　ca　dhamma　abhidharnmo　tena　akkhato．
ayalP　hi　abhisaddo　vuddhisalakkhapapUj　itaparicchinnadhikesu　　dissati．　　　tatha
h’esa，　balha　me　dukkha　vedana　abhikkamanti　no　patikkamantTti　adisu　vud－
dhiyarp　agato．　ya　ta　rattiyo　abhiiiata　abhilakkhita　ti　adisu　salakkhane．
rajabhiraja　manujindo　ti　adisu　pαjite．　patibalo　vinetu卑　abhidhamme　abhivi－
naye　ti　adisu　paricchinne．　a面ama面a甲sa甲karavirahite　dhamme　ca　vinaye
ca　’ti　vutta卑　　hoti．　　abhikkantena　vapPena　’ti　adisu　adhike．　ettha　ca　r｛ip｛1－
papattiya　maggalp　bhaveti，　mettasahagatena　cetasa　ekarp　disa卑　pharitva　vi－
haratfti　adina　nayena　vuddhimanto　pi　dhamma　vutta．　rOparammapa兀p　va
saddarammaひa卑va　ti　adina　nayena　arammaロadihi　lakkhapfyatta　salakkha－
pa　pi．　sekha　dhamma　asekha　dhamma　lokuttara　dhamma　ti　adina　nayena
pUjita　pi　pOj　araha　ti　adhipPayo．　　phasso　　hoti，　vedana　　hotfti　adina　nayena
sabhavaparicchinnatta　paricchinna　pi．　mahaggata　dhamma　apPamapa　dhamma
anuttara　dhamma　ti　adina　nayena　adhika，pi　dhamma　vutta．”
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「更に又，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アピダンマ
　　　薙にこれは増大，特徴，尊敬，限定，優越の法故に論と称せらる
　　　ア　　ピ
　この阿酷なる語は増大・特徴・尊敬・限定・優秀の義を表はすなり。即ち，「認れに烈
　　　　　　アピヅカマンテイ
しき諸の苦痛打ち寄せ来りて退くことなし」などいふは増大して来るの意，「其等の夜は
アピンニヤ　ダ　アピラヅキタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アピラ　キヤン
卓越して特徴ある」などいふは特徴の義，「諸王中の大王，人聞の主」などいふは尊敬の
　　　アピダンマ　　アピギナや
義，「阿如法，阿砒律に於て調伏するを得たり」などいふは限定の義，法と律との相互の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アピツカンダ
混同を避くる為のものとも言はる＼なり。r殊の外美しき色にて」などいふは優越の義な
り。「色界に生れんとて道を修し，慈心を以て一方を観照して住す」などいうが如きを以
て増大法と称せられ，「色境或は声境」など称して境等によりて特徴つくるものなれば特
徴と称せらる。「学法，無学法，出世間法」などいふは尊敬，尊敬に価するの義なり。「触
なり受なり」などいふは本性を限定するより限定の義なり。「第一の大法，無量の法，無
上の法」などいふは優越せる法と称せらる＼なり。」
　有部諸論書のうち，「論」の語義はr三婆豊前』巻一（大正27．4a～c）に詳しく説かれ
ている。
　「所以今当説　以何義故名阿毘達磨　阿毘達磨諸論師言　於諸法相能善決択能極決択故
名立毘達磨　復次於諸法性能滋藤豊能善通達故　名阿毘達磨　三次能組諸法現観作証故
名阿智達磨　復次法性甚深能尽原底故　名阿毘達磨　復次諸聖慧眼由此清浄故　名阿毘達
磨　玉転能善顕発幽隠法性故　名阿毘達磨　所知法性無始幽隠　離此無有能顕発議　復次
所説法性無有乖違故　名器毘達磨　若有能於阿毘達磨自国共選極三鷹習　必無有能如法問
難　令於法性有少違故　復次能伏一切外道他論故　名阿毘達磨　阿毘達磨諸大論師　邪徒
異学無能敵故
　尊者世友作如是説　常能決択契三等中諸法性相故　名阿毘達磨　復次於十二支縁起法性
善覚了故　名阿毘達磨　復次以能現観四聖諦法面　名阿毘達磨　復次善説修習八聖道法故
名阿毘達磨復次能無浬架無名阿雪達磨復次能於諸法以無量門数数分別故名書毘達磨
　大徳説日　於藍染清浄繋縛解脱流転還滅法　以書面膚身文身　次第結集安清分別故　名
阿毘達磨
　脇尊者言　此是究寛慧　此是決断慧　此是勝義慧　此是不謬慧故　名阿毘達磨
　尊者妙音作如是説　求解脱者修正行時　能職分別所未了義　謂此是苦　此是苦因　此是
苦滅　此此趣滅道　此是加行道　此是無間道　此是解脱道　此是勝進道　此是向道　此是
得果　能正分別如是等義故　名阿雪達磨
　法密良説　此法器上故　名楽毘達磨
　如有頒言
　　　白毫世間尊　　　　能決択趣向　　　　以正了知故　　　　老死尽無余
　化地部説　慧能照法故　名阿毘達磨　如契経説　一切照会我説慧照：最梅壷首
　讐喩者説　於諸法中浬架最上　此法的彼故　名阿毘達磨
　声論者言　阿謂除棄　毘謂決択　此法能除棄決択故　名徳毘達磨　何所除棄　謂結縛昏
眠随煩悩纒　何所決択　謂纏界処縁起諦食及沙門果菩提分引
　尊者仏護作如是説　阿毘者　是助言顕現前義　画法能引一切善法　謂流心分皆現在前盛
名阿毘達磨
　尊者覚旧作如是説　阿毘者　是助言顕増上義　如増上慢者名阿毘慢　増上覚者名阿毘覚
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増上老者名阿毘老　此亦如是　此法増上故　名阿毘達磨
　尊者老受作如是説　阿毘助言顕恭敬義　如恭敬稽首者名阿毘稽首　恭敬供養者名阿毘供
養此亦如是此法尊重可恭敬故　名阿毘達磨」
　周知のように『倶舎論』は『毘婆沙論』にみられる多くの語義解釈を棄て，ただ一つ
eabhimukha’の意味だけを採用する。、4βEのHARル伍KO＆41－26及びcomm．，また桜
部建『倶舎論の研究』　（法蔵館）p．22，p．137参照。
　MSA見られるabhidharmaの四義うち，　abhimukha，　abhibhava，　abhigamyateは
『毘婆沙論』や『舎論』にも見出されるが，第二義abh了k§pa　は，世友の類似した説
　　　　　　　　　　む　　む　　　む　　む
「能於諸法以無量門　数数分別故」　（r毘婆沙論』）以外にはSPDも含めて見出されな
い。また楡伽行唯識学派の諸論書中に，上記唐訳r摂大乗論』世親釈（「はじめに」p．32
参照）以外には‘abhidharma’のまとまった語義解釈は見当らないようである。
（2①　「論」第二義の例文は『摂大乗論』世親釈と異なる。玄契訳「於一一法数数宣説訓釈
言詞自相共相等無量差別故」，笈多共行矩等訳「於一一法中決了其自相通相等差別有無量
説故」，真諦訳「諸法中随一法或以名或以別相或以通相等数数顕此一法故名数」。
